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今月のトピックス 

ひつじ年を迎えて 
今年の干支、未（ひつじ）にちなんだ本・ＣＤをご紹介します。 

●『ひつじ年のゆる文字年賀状』 宇田川一美/著 誠文堂新光社 728ウ 

●『ひつじがすき』 佐々倉裕美/文 佐々倉実/写真 山と渓谷社 645.4 サ 

●『羊毛フェルトで作る絵本のマスコット』 須佐沙知子/著 白泉社 ５９4.９ス 

●『羊をめぐる冒険』 村上春樹/著 講談社 913.6 ム 

●『アンドロイドは電気羊の夢を見るか？』 ﾌｨﾘｯﾌﾟ･K･ﾃﾞｨｯｸ/著 早川書房 B933テ 

●『Ｓｈｅｅｐ』（ＣＤ） 山崎まさよし/歌・ギター ポリドール 290ヤ 

 

企画展示 東海道新幹線５０年 
（好評開催中） 

 
場所 津島市立図書館１Ｆ展示コーナー 
 
日本の大都市を結ぶ交通手段として発展
してきた東海道新幹線。今年で開業５０周年
を迎えます。これまでの東海道新幹線の歩み
を振り返ってみましょう。 

地域の歴史に親しむ講座  

『江戸期の俳人 横井也有』 

＊事前申込不要・無料 

 日 時 １月１７日（土） 

午後２時から 

 場 所 津島市立図書館 ２Ｆ大集会室 

 講 師 石田泰弘氏（愛西市教育委員会） 

 

江戸時代中期、現在の愛西市出身の横井

也有は、高名な俳人として数多くの作品を

残しました。今回、こうした横井也有の作

品を紹介しながら、津島との関わり、地域

の文人との交流、也有の人柄などをわかり

やすく解説します。 

年末年始休み 

12月２9日（月）から1月3日（土）まで、休館します。 

返却は、本館返却ポスト、もしくは津島駅構内（津島総合案内所） 

の返却ポストまでお願いいたします。 

なお、ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオは破損の恐れがありますので、ポストへの投函はご遠慮 

ください。 



津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

 
新 着 図 書 

『名所・旧跡の解剖図鑑』 

スタジオワーク／著 エクスナレッジ 521メ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベストリーダー 

 先月の利用の多かった本をご紹介します 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

休館日 

１日（祝）～３日（土）（年始） 

２７日（火）（毎月第４火曜日） 

 

『目玉焼きの丸かじり』東海林さだお/著 ← 抱腹絶倒の「丸かじり」シリーズ最新刊となる37作目。 

『風花帖』葉室麟/著 ← 江戸後期の小倉藩を舞台に同じ道を歩めなかった男女の運命を描く時代小説。 

『すべてがわかる！「乾物」事典』家森幸男・奥園壽子/監修 ← 自然の恵みがつまった乾物の魅力を解説。 

『ワンダフルストーリー』伊坂幸犬郎ほか/著 ← 人気作家５人が犬にちなんだペンネームに改名して競演。 

『花子とアンへの道』村岡恵理/編 ← ＮＨＫ連続ドラマの主人公「花子」の激動の人生を綴る一冊。 

『杖ことば』五木寛之/著 ← 古より伝わることわざを取り上げ“心の杖”としての言葉を紡いだエッセイ。 

『日本の神話・伝説を歩く』吉元昭治/著 ← 日本全国の伝承地400箇所を巡るガイドブック。 

『パブねこ』石井理恵子/執筆 ﾄﾑ宮川ｺｰﾙﾄﾝ/撮影 ← 猫のいるパブや宿など、英国の看板猫たちを取材。 

『東海自転車散歩』山と渓谷社/編 ← 初・中・上級者それぞれに向けた、走り応え十分なコースを紹介。 

『探偵工女』翔田寛/著 ← 富岡製糸場内で惨殺死体。被害者の後輩である工女が真相に迫るミステリー小説。 

 

建物・仏像などがその場所にあるのは理由があります。例えば、どち

らの方角を向いているかにも深い意味があるものなのです。それをつく

った先人の思いを理解した上で名所を巡れば、旅は何倍にも楽しむこと

ができます。 

本書では、社寺（仏像）、名城、茶室、美しい町並み、産業遺産、土

木遺産、パワースポットまで、日本全国にある世界遺産・国宝を含む、

７５の名所・旧跡がわかりやすく解説されています。実際に旅をするの

もよし、行かなくとも、見ているだけでも楽しい一冊です。 


